












を例 にして現在,動 詞後の 「在」についての諸説を確認しておきよう。
① 介詞説 「在」を介詞 とし,「上海」 を 「在」の賓語とし,そ して
「在上海」を介賓連語と見 なして 「在」の場所補語とする。
② 結果補語説 「上海」を 「在」の場所賓語 とするが,「在」を動詞
と見て 「住」の結果補語 として 「住在」を動補連語と見なす㌣
③ 動態助詞(助 動詞)説 「在」を 「住」の動態助詞とし,「上海」 を
「住」の場所賓語とする。絹
小論は,動 詞後の 「在」を,場 所状語紀の中の 「在」及び結果補語や
趨向補語などと比較することを通 じて,諸説の長短を鮮明にすると同時に,






なお,「在」の前 の動詞 を小論において前動詞 と称することにしてい
る。 料
§2場 所状語 との比較
§2.1「 在」 を動詞の後か ら動詞の前 へ
こ こで は変換法 を使 って比較 を進めてい きたい。
a我 住在..ヒ海。(私は上海に住んでいる。)
b他 坐在椅子 上。(彼は椅子 に座 ってい る。)
Cお 放在 稟子上。(本は机 に置いてある。)
d消 把お放在稟子上。(本を机 に置 いて くだ さい。)
e一 一槍打在 巧背 払(銃 弾 は馬 の 背 中 に 当 た っ て い る/当 たっ
たQ*5〉
f跳 在沙坑里.(砂 場 に跳 び入れる/跳 び入 れた.*6)








aか らcは,文 に よって 「着」 を加 えたが,割 合に うま く変換 されてい
る。 理由 は 「在」 の前動詞 の持 続状態 を表す文だか らであ ろう。動詞後 の
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ここの動詞後の 「在」はやは り結果 を導 き出 しているようであ り,みな
も 「到」で換えられる。





にす るこ とがで きる.た だ,そ の時・ 「了」 を前動詞 の後につけ ることが
で きな くな り,つ け るな ら文末 にす る しかない。つ ま り,
他 一屍股坐沙友上了。
となる。それ に対 して,場 所状語の 「在」は絶対省略で きない.
2,4「 在」 を動 詞の前 か ら動詞の後へ
今度,逆 に,次 の ような場所状語のあ る文,
a他 在黒板上写 宇。(彼は黒板 に字 を書 いている。)
b在 沙坑 里跳 。(砂場で飛び跳ねる。)
を補語 のあ る文に変換 してみよう,
a一 他 把字写在 黒板 上。
b'?
となる。
ガ の表現 は余 りよ くないが一応で きる。bは で きない。 その文 は§2.
1のf,
跳在 沙坑 里。(砂場で跳び入れる/跳 び人 れた。)
と好対照 とな っている、つ ま り,こ こでは動詞 前の 「在 」はその動詞の持














『汲清劫洞 一結果朴沼搭配洞典』膜 言吾動詞 一結果補語の組合せ辞典)*7に
よれば,「到」は所収322コ結果補語の中で トップを占め,一 番数多 くの延
べ288種もの前動詞 と組んで用いられる。用法は六つ もある。そのうち,
場所賓語 を取 るのが127で時間賓語を取るのが71である。それ らの使い方
は 「在」と類似する。例えば,
a他 把我送到村口。(彼は私を村のはずれまで送って くれた・)













語動詞 一結果補語 の組合せ辞典)に は 「向」「往」「自」「干」が入ってい.
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ない。 どれ も介詞 と して取 られて いるため であ ろ う・確 か に,「向」 と
「往」 とは独立 した動詞 として使われ るの も希 に しか見 られないのであ り,
「自」 と 「干」 とは独 立 した動詞 として まった く使 えないのである・ その
上,後 の二者 は書 き言葉 なので古漢語文法 に基づ くところがあるか ら一概
して論 じるこ ともで きない。
しか しなが ら,そ の どれ も,動 詞後に置かれ る時の使い方は,形 態上 は
「在」 と極 め て似 通 ってい るので,小 論 においてや は り些か言及 したい。
それの品詞 帰属 の問題 をさておいて,先 ず実例 を見 てみよう,先 ず 「向」
の場合,
a奔 向前方。(前に向 かって走る。)
b他 把 目光鱒 向 了我。(彼は視線 を私のほ うに向けた、)
後の例 は 「了」がつ けてあ る。 さて,今 の二例 を 「向」 とその賓語 を動
詞 の前 に置 くように換 えてみ よう。
a1向 前方奔(去)。
ゼ 他把 目光向着我菊了這来。
どちら も 「向」 は動詞 の方向(場 所 も含 む)を 示す役 を している。ただ
「向」 の前 に使 える動詞 は少数 の移動動詞 に限 られ る。
次 に 「往 」 を見る。
a公 路 通往 山区、(道路 は山間部 に通 じて いる。)
b華 臥汗往北 京。(トラ ック隊は北京 に向 かって進 む■向か った。)
との ように,「往」 は動詞 の 目指 す場所 を導 く。組 める動 詞 も極 少数の移
動動詞に限 られ、その時,「往 」はWangと発音す る。変換法 を行 うと,
a'?
b'隼 臥往 北 京汗去。
となるが,そ の時 に,「往」 はwangと発音 し,「望」で換 えられる。
最後に,「自」・と 「干」 を見 よう,








語 と解釈 し難い ところがあろう。「自」は動詞の前後に位置す るかに関わ
らず,動 詞の起点を表 している。「干」は原則 として動詞の後につ き,動
詞の発生か持続を表 している。
§3,3「完」 などの場合
先ず,次 の例 を見てみ よう,
祢伯看 完那本 劣 了喝?(君 達 はあの本 を読 み終 え ましたか。〉
我看完丁。(私は読 み終 えました。)
我迂没看完。(私は まだ読み終えていない。)
ここで は,「完」 は 「看」 の結果補語 となってい る。 「書」は 「看」の賓
語 である。ただ,賓 語がは っきり分 かる場合,賓 語 をつけな くても文 を終
了で きる。その上,賓 語 を文頭に置 くこともで き,い や,む しろ文頭 に置
くことが多い。つ ま り,上 述の文 は,
那本耕 射口看 完 了嶋?
とい う形で表現 されるほうが普通であろう。
「完」 と同様 に,「見」「憧 」「好」 「錯」 「対」 「会」(一・一部 の 「到」)な
ど籾 が結果補 語 として使 われる時 に賓語 を文頭 に置 くこ とがで きる。 そ
して,賓 語 な しで 「了」で終了で き,或 い は否定 詞の 「没」が あれ ば結果
補語 を以 て終了す ることもで きる。
しか し,動 詞後 の 「在」 は場所賓語 を絶対 必要 とする。その賓語 を文頭
に移動 しな くて はならない し,省 略す ることもで きない。
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§3.4ま とめ
動詞後の 「在」を前動詞の結果補語(必 ず しも意味上の結果ではないが,
形態上の結果になっていることには違いない)と解釈 して もいいが,し か
レ明らかに,「到」などの少数のものを除いて,.多くの他の結果補語と次
のところが違 う・つ まり・,「在」の賓語は場所賓語であ り,それを省略す
ることができないし,前置 きすることもできない.
§4趨 向補語 との比較
次 には,い わゆる趨 向性 のある移動動詞である,
上 下 遜 出 回 辻
の,趨 向補語 としての用法 と比べてみる。
a他 走送教室.(彼 は歩いて教室 に人 る、)
b他 坐在沙 炭上 ・(彼はソファに座 っている。)
を見 ると,両 者 は形態 上はほぼ同 じ。唯一の違いは方位詞 の有無で ある。
ただ,aを,
aF他 走遜教 室里 。(彼は歩いて教室の 中に入る。)
に改め てもいい。
同 じ場所賓語 を取 ってお り,場 所賓語 の前置 き不能 とい う点は両者が
まった く同 じと言 って もいい。 しか も賓語な しで終了で きず,賓 語な しで
「了」 をつけて も終了 で きない点 もそ うである。




① 場所状語 の中の 「在」 とは形態上 は似てい るが(勿 論,文 中の位置
が違 う),機能 的に異 なる ところが多い。故 に同 じように介 詞 と して
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見 るのが難.しい。
② 他 の多 くの結果補語 と機 能上 は近いが,場 所賓語必須 ・前置 き不能
という点か ら形態上 はまった く違 う。従 って,他 の結果補語 と区別無
しに見 るの は失当ではないのか。
③ 実意 を持つので助動 詞扱 いは無理であ ろ う。.
④ 現在,趨 向補語 と称せ られる 「上 ・下 ・遊 ・出 ・回 ・迂」 な どと,
形態上 も機能上 もかな り近 いので,一 つの グループに したほ うが分か
りやす いので はないのか。*10その外 に,動 詞 後の,場 所賓語 を取 る
「到」 など もそのグループに入 れるかもしれない。
(本学法学部 非常勤講師)
注1房 玉清は〈杁外国学生的病句看現代収清的劫恣苑晴>(《浩吉教学与研究》
1980年第3期 北京語言学院)の 中で,軽読と付着 という特徴から,動詞後の
「在」そして抽象的な趨向 しか表していない趨向合成補語などを,アスペクト
助動詞の 「了」「着」「違」と合わせて 「幼志助祠」(日本語の助動詞に当たる
が,し かし中国語の中で 「要」「会」などを助動詞と呼んでいる。〉と称 してい
るo
なお,当該説は,1987年エ0月に語文出版社刊 《現代汲衙 吾法研究的現状和回















3《 汲i吾梧法分析同題》 商条印智棺 正979年。邦訳は筆者によるもの。
4結 果補語前の動詞に関して中心動詞や本動詞などの言い方があるが,形態最
重視という観点から,筆者は前動詞という言葉を用いることにした。






合わせて考えるべ きであろう。しかし紙面の関係で,そ の辺の詳 しい考察は他
の機会に譲るp
8小 論は 「在」 を論 じるものなので,「到ゴそして次に言及する 「向」「往」
「自1「干」などについてはまた改めて詳細に見ることにしよう。
9*7の 辞書によれば,322の補語のほとんどは 「完」 と同類であるように,轡
われる。





本文及び注の中で書 き記している外に,お もに次のような文献 を参考にしてい
るQ
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